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１．平成28年３月期　第２四半期連結累計期間　連結業績予想数値と実績の差異（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回予想（A)
（平成27年７月31日発表）

440,000 6,500 5,500 1,000 1.42

今回実績（B) 428,150 9,139 7,948 1,964 2.78

増減額(B-A) △ 11,850 2,639 2,448 964 -

増減率（％) △ 2.7    40.6    44.5    96.4 -

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期第２四半期連結累計期間）

414,867 6,237 7,156 1,156 1.64

２．平成28年３月期　通期連結業績予想数値の修正（平成27年４月1日～平成28年３月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回予想（A)
（平成27年５月11日発表）

910,000 23,000 23,000 10,000 14.16

今回修正予想（B) 890,000 23,000 23,000 10,000 14.16

増減額(B-A) △ 20,000 0 0 0 -

増減率（％) △ 2.2 0.0 0.0 0.0 -

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期）

867,817 17,873 18,598 7,355 10.42

３．差異及び修正の理由

以上

（注記）

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在に
おける仮定を前提としています。
　実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当り
当期純利益

　当第２四半期連結累計期間においては、銅地金市況価格の下落等により売上高は前回予想値を下回りましたが、北米における光ファイ
バ・ケーブル事業および機能樹脂製品事業が好調に推移したこと等から、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益に
ついては前回予想値を大幅に上回りました。
　通期の業績予想につきましては、銅地金市況価格の足元の状況等を踏まえ、売上高を修正いたしました。利益面につきましては、下期以
降の見通しが不透明であるため、前回公表予想を据え置いております。

平成28年３月期　第２四半期業績予想と実績の差異及び
通期業績予想修正に関するお知らせ

　平成27年７月31日に公表した平成28年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知ら
せいたします。また、平成28年３月期通期の業績予想につきましても下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

1株当り
四半期純利益


